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賞 与 の 配 分 表 （例）

評価給
なし

本人の能力・経験に
よって定められた
組織内での身分・
地位

組織上の指導・
命令系統による
職場での仕事上
の役割

資格 職位

1. 評価するごとに一人一人の業績の向上の制度
●一人一人が能力を伸ばし、発揮できるチャンス作り

2. 有益性・業績がストレートに反映できる制度
●実績主義人事制度

3. 社員が将来設計できる制度
●一人一人有益性を正しくつかむ
●一人一人に対して目標に到達するチャンスを与える
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